




































































期間：2012 年 3月 23 日（金）～5月 24日（木）
会場：総合学術情報センター2階展示室
薩摩治郎八（1901-1976）は東京駿河台の豪商の家に生ま
れ、早くに渡欧し、パリを拠点として戦前のフランス社交界で
華々しく活躍、莫大な私財を、現地で活動する多くの文化人
や日本から彼の地に渡る人々の支援のために費やした。「バ
ロン・サツマ」とは、そんな彼の破天荒にも見える振る舞いに与
えられた「称号」といってよいだろう。近年、複数の評伝が刊行
され、あらためてその生涯に注目が集まっている。
2011 年夏、徳島県立近代美術館に預けられていた関連資
料が、治郎八の令閨薩摩利子氏より当館に寄贈された。幼少
期から晩年までの治郎八の膨大な遺品は、自筆原稿、書簡、
写真、勲章、愛用品まで多岐にわたる。寄贈にあたっては、治
郎八の評伝を執筆されている小林茂本学名誉教授、江川佳
秀氏（徳島県立近代美術館）に多大なるご助力をいただい
た。
今回の展示にあたっては、薩摩家や治郎八の両親の記録、
彼にとって初の公的な文化事業となったジル＝マルシェックス
のピアノ演奏会のポスター、最初の妻千代（1907‐1949）とのヨ
ーロッパでの活動の足跡、パリ国際大学都市日本館に関する
資料などを中心に100点余を選定した。愛用した食器、靴、時
計、ステッキなども、所狭しと会場に並び、治郎八の息遣いが
聞こえてきそうな内容であった。
より多くの方々にご覧いただくべく、会期をあらかじめ 2 ヶ月
に設定しておいたが、終始来場者が途切れることはなかった。
美術史や文学などに関心のある方はもちろんのこと、そうでな
くとも、その刺激的な生涯を目の当たりにしていただけたと思
う。
